
泉崎村長選挙　当選証書附与式
　平成２９年１０月１５日執行の泉崎村長選挙において、
立候補の届出を提出された立候補予定者は、現職の久保木
正大村長の１名であったため、無投票で３期目の当選を果
たしました。
　１０月１６日（月）に泉崎村役場において当選証書附与
式が行われ、佐川博孝泉崎村選挙管理委員会委員長より当
選証書が手渡されました。
　久保木正大村長の３期目の任期は、平成２９年１１月１
日から平成３３年１０月３１日までとなります。
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村税
12億3,171万円（26.8％）

繰入金
1億6,455万3千円（3.6％）

繰越金
5億1,707万3千円（11.3％）

使用料・手数料
4,618万2千円（1.0％）

議会費
6,305万4千円（1.5％）

総務費
9億6,857万1千円
　　（23.1％）

民生費
7億9,354万7千円
（18.9％）

衛生費
3億9,591万7千円
（9.4％）

農林水産業費
1億8,810万2千円
（4.5％）

商工費
5,897万2千円（1.4％）

土木費
1億3,229万9千円
（3.1％）

消防費
6億8,941万9千円
（16.4％）

教育費
5億3,757万5千円
（12.8％）

災害復旧費
3,434万9千円
（0.8％）

公債費
3億3,875万4千円（8.1％）

人件費
6億7,790万円（16.1％）

公債費
3億2,651万3千円（7.8％）

扶助費
3億7,573万3千円
（8.9％）

普通建設事業費
8億5,064万8千円（20.3％）

災害復旧事業費
1,463万9千円（0.3％）

物件費
6億5,344万2千円（15.6％）

繰出金
3億2,653万6千円（7.8％）

補助費等
5億5,041万2千円（13.1％）

積立金
3億9,257万円（9.3％）

維持補修費
1,589万8千円（0.4％）

投資及び出資金
1,329万6千円（0.3％）

貸付金
300万円（0.05％）

労働費　
2万8千円
（0.0％）

諸収入他
9,285万7千円（2.0％）

県支出金
2億6,309万9千円（5.7％）

地方交付税
10億2,883万9千円（22.4％）

村債
7億4,504万6千円（16.2％）

国庫支出金
3億1,503万4千円（6.9％）

その他（地方消費税交付金等）
1億8,429万1千円（4.0％）

42億58万7千円

25億3,630万9千円
（55.3％）

20億5,237万5千円
（44.7％）

義務的経費

投資的経費

その他の経費

歳　出

13億8,014万6千円（32.9％）　

8億6,528万7千円
　　（20.6％）

19億5,515万4千円（46.5％）

45億8,868万円
歳　入

42億58万7千円
歳　出

依存財源

自主財源
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平成28年度　決算報告
　平成28年度一般会計の歳入は45億8,868万円（前年度比△20億3,715万円、30.7％減）、歳出は42億58万円
（前年度比△19億817万円、31.2％減）で実質収支は3億6,722万円の黒字となっています。

歳入内訳

性質別歳出 目的別歳出
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歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、
村
税
、

地
方
交
付
税
、
村
債
、
繰
越
金
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繰
入
金

に
つ
い
て
は
、
工
業
用
地
造
成
事
業

会
計
出
資
金
償
還
金
1
億
７
７
５
万

円
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

村
税
の
決
算
額
は
12
億
３
１
７
１
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
4
・
4
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
徴
収
率
に
つ
い
て

は
、
現
年
課
税
分
が
97
・
7
％
、
滞

納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
7
・
9
％
で

し
た
。

　

村
税
等
の
自
主
財
源
は
、
行
政
活

動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
構
成
比
は
26
・
8
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

使
わ
れ
た
費
用
を
目
的
別
に
分
類

す
る
と
総
務
費
、
民
生
費
、
消
防
費
、

教
育
費
な
ど
に
多
く
の
財
源
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
わ
れ
た
費

用
を
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
支
出

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
す

る
こ
と
が
困
難
な
「
義
務
的
経
費
」
、

普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
「
投
資
的

経
費
」
、
維
持
補
修
費
な
ど
の
「
そ

の
他
の
経
費
」
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
（
地
方
自
治
体
の

財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
）

　

前
年
比
△
2
・
9
％
増
の
80
・

8
％
と
な
り
ま
し
た
。

 

歳
　
入

 

歳
　
出

１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　187,304円
　　使われたお金　638,776円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　543,321円
　　使われたお金　1,852,928円

※平成29年３月31日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6，576人
　　　世　帯：2，267世帯

１人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
147,289円

民生費
120,673円

公債費
51,514円

教育費
81,748円

農林水産業費
28,604円

衛生費
60,206円

土木費
20,118円

消防費
104,839円

災害復旧費
5,223円

商工費
8,968円

議会費
9,589円

労働費
4円

特別会計
　特別会計は、特定の収入で特
定の事業を実施するための会計
です。一般会計と区別すること
で、それぞれの事業の収支や運
営実績を明確にすることができ
ます。村には、国民健康保険や
農業集落排水処理事業など５の
特別会計があります。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 8億9,459万1千円 8億5,386万9千円 4,072万2千円
後期高齢者医療 5,484万5千円 5,065万3千円 419万2千円

介護保険 5億4,050万1千円 5億1,510万8千円 2,539万3千円

介護老人保健施設 38万3千円 37万9千円 4千円

農業集落排水処理 2億58万9千円 1億9,314万5千円 744万4千円

合　　計 16億9,090万9千円 16億1,315万4千円 7,775万5千円

企業会計
　企業会計は、地方公共団体が
社会公共の利益を目的に経営す
る地方公営企業の会計です。主
に利用者が支払う料金収入で事
業を行っています。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 2億5,409万1千円 2億887万円 4,522万1千円
資本的 2,463万7千円 1億3,338万5千円 △1億874万8千円

水道事業

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 2億6,017万5千円 4億7,503万5千円 △2億1,486万円
資本的 0円 1億2,754万6千円 △1億2,754万6千円

※収支の不足分は、内部留保資金等で補てんします。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 6,765万6千円 4,186万2千円 2,579万4千円
資本的 0円 2,043万4千円 △2,043万4千円

住宅用地造成事業

工業用地造成事業
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平成28年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

指　　標 内　　容 泉崎村 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 一般会計の赤字の割合 赤字なし 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計
すべての会計の赤字の割合

赤字なし 20.0％ 30.0％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 8.7％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 15.1％ 350.0％

健全化判断比率

公営企業の名称 泉崎村 経営健全化基準

水道事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

工業用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

住宅用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

流通業施設用地造成事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

資金不足比率

　地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい経費であるこ

とから、その動向に常に注意する必要があります。

実質公債費比率の推移
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16.716.716.7

8.88.88.8 8.78.7
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貯金
（積立金）

村の貯金は14億2,214万円です。

村民１人当たりに換算すると２１万６千円となります。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　平成２８年度は、東日本大震災復興基金１,１７４万６千円の取り崩しがあったものの、財政調整基金
１億８,７４５万９千円の積立、その他特定目的基金の泉崎駅東口開発基金２億円等の積立により、全体で
３億８,０８２万４千円の増加となり、平成２８年度末の基金残高は１４億２,２１４万円となっています。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　平成２８年度末の残高は一般会計４５億４,５７０万９千円、病院事業会計１億３,９５１万８千円、水道事業会
計４億６,２４５万円、農業集落排水処理事業会計１２億３,７００万円となっています。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は63億8,467万円です。

村民１人当たりに換算すると９７万１千円となります。
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（億円） ■ 財政調整基金　　■ 減債基金　　■ その他特定目的基金

平成20年度平成19年度 平成28年度平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

14億2,214万円

6億3,493万円

5億3,518万円
4億5,363万円4億9,669万円

8億4,916万円 8億7,346万円
8億28万円

10億57万円
10億4,131万円

0

40

80

120
（億円） 一般会計 病院事業会計 水道事業会計 農業集落排水処理事業特別会計

平成20年度平成19年度 平成28年度平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

61億160万円61億8,718万円 63億8,467万円

93億5,635万円
87億9,986万円

80億8,326万円

71億9,437万円 66億1,286万円
75億3,338万円75億3,338万円

58億9,353万円
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平成28年度主な事業（一般会計）
子育て支援・高齢者福祉（民生費　7億9,354万7千円）

学校・生涯学習（教育費　5億3,757万5千円）

生活介護事業
除染対策事業
就労継続支援事業
年金生活者等支援臨時福祉給付金等給付事業
重度心身障害者医療費補助事業

さつき公園長寿命化改修事業
小・中学校トイレ便器取替工事
中学校体育館屋根改修工事
基礎学力向上推進事業
幼稚園給食費無料化事業補助金

5,019万円
2,988万円
2,344万円
2,236万円

985万円

4,146万円
3,945万円
1,998万円

907万円
674万円

子育て支援事業

中学校体育館屋根改修工事

健康づくり・環境衛生（衛生費　3億9,591万7千円）

白河広域圏衛生処理負担金
個別予防接種委託事業
健康診査委託料
南東北泉崎診療所運営費
第二次救急医療機関支援事業負担金

6,189万円
1,588万円
1,358万円

750万円
180万円

 出前元気はつらつ教室

道路･農業･商工業（土木費1億3,229万9千円／農林水産業費1億8,810万2千円／商工費5,897万2千円）

多面的機能支払事業
カントリーヴィレッジ運営業務委託料
踏瀬・中新城線改良工事
福島県営農再開支援事業
橋梁点検委託料

3,962万円
1,650万円
1,166万円

735万円
410万円

踏瀬・中新城線改良工事

消防・その他（消防費6億8,941万9千円／総務費9億6,857万1千円／公債費　3億3,875万4千円など）

防災行政無線デジタル化整備事業
防災拠点施設整備事業
地方創生加速化交付金事業
地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業
防犯灯ＬＥＤ電灯交換工事

3億7,800万円
1億9,718万円

3,789万円
1,766万円

763万円防災拠点施設整備事業
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農
地
利
用
意
向
調
査
に
つ

い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
、
「
農
地

利
用
状
況
調
査
」
で
、
し
ば
ら

く
草
刈
等
の
管
理
が
さ
れ
て
い

な
く
遊
休
の
状
態
に
あ
る
農
地

（
再
生
可
能
な
農
地
）
と
確
認

で
き
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

農
地
の
所
有
者
に
対
し
、
そ
の

農
地
の
今
後
の
利
用
意
向
を
確

認
す
る
「
農
地
利
用
意
向
調
査

（
※
）」を
実
施
し
ま
す
。

　

利
用
意
向
調
査
で
は
、
農
地

中
間
管
理
事
業
（
福
島
県
農
地

中
間
管
理
機
構
）
や
農
地
所
有

者
代
理
事
業
（
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
団
体
）
を
活
用
し
て
農

地
の
貸
し
借
り
を
行
い
た
い
意

向
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
所

有
者
ご
自
身
で
耕
作
し
て
い
く

意
向
が
あ
る
の
か
等
を
お
伺
い

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
農
地
利
用
意
向

調
査
に
お
い
て
、
農
地
中
間
管

理
事
業
及
び
農
地
所
有
者
代
理

事
業
の
活
用
の
意
向
を
示
さ
ず
、

そ
の
他
の
意
向
（
自
ら
耕
作
し

て
い
く
等
の
意
向
）
を
示
し
た

場
合
で
、
調
査
日
か
ら
６
ヶ
月

経
過
以
後
に
農
地
が
遊
休
の
状

態
の
ま
ま
で
あ
る
と
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
そ
の
農
地
に
対
し

て
課
税
強
化
の
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
な
農
地
の
所
有
者

の
方
に
は
、
12
月
頃
、
利
用
意

向
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
に
回
答
し
、
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
農
地
法
第
32
条
に
規
定
さ
れ

る
「
農
地
利
用
意
向
調
査
」

で
、
農
地
利
用
状
況
調
査
を

受
け
て
こ
の
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

問
村
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

農
業
者
の
皆
さ
ん

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
。

　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
数

の
変
化
や
財
政
事
情
に
左
右
さ

れ
な
い
安
全
・
安
心
な
公
的
年

金
で
す
。

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
】

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

○
自
ら
積
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
受
け
取
る

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方

式
（
確
定
拠
出
型
）
」
の
年

金
で
す
。

○
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
備
え
た
方
に
対
し
、
保

険
料
の
国
庫
補
助
（
政
策
支

援
）
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
ま
で
、
千
円

単
位
で
自
由
に
選
択
で
き
ま

す
。

○
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額

（
最
高
年
額
80
万
４
千
円
）

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
受
け
取
る
年

金
も
公
的
年
金
等
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

○
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
年
金
が

受
け
ら
れ
、
80
歳
保
証
付
き

（
加
入
者
・
受
給
者
の
方
が

80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず

で
あ
っ
た
年
金
を
遺
族
の
方

に
「
死
亡
一
時
金
」
と
し
て

支
給
）
の
終
身
年
金
で
す
。

　

加
入
申
込
み
や
ご
相
談
は
、

村
農
業
委
員
会
又
は
最
寄
り
の

Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
村
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

 

体
験
型
交
流
事
業
の
参
加

者
募
集

　
ｅ
‐
村
民
交
流
・
体
験
事
業

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
ｅ
‐
村
民
交
流
会
は
、
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
村
民
＝
ｅ
‐
村

民
」
の
方
を
交
え
、
自
然
体
験

を
と
お
し
て
村
民
一
同
交
流
を

深
め
る
事
業
で
す
。
お
友
達
、

ご
家
族
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
に
は
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
蕎
麦
打
ち
交
流
会
】

○
日
時　

12
月
３
日
㈰

　

10
：
00
～
13
：
00

○
内
容　

蕎
麦
打
ち
名
人
に
よ

る
蕎
麦
打
ち
指
導
と
会
食

○
募
集
人
数　

50
名
程
度

○
参
加
費　

一
人
500
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）

※
昼
食
、
蕎
麦
打
ち
体
験
料
込
み

○
会
場

　

村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

○
申
込
期
限

　

11
月
20
日
㈪
ま
で

○
申
込
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
、
大
人

又
は
子
供
、
バ
ス
利
用
の
有
無

を
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
餅
つ
き
交
流
会
】

○
日
時　

12
月
16
日
㈯

　

11
：
00
～
13
：
30

○
内
容　

餅
つ
き
体
験
と
各
種

も
ち
料
理
で
会
食

○
募
集
人
数　

50
名
程
度

○
参
加
費　

一
人
500
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）

※
昼
食
、
餅
つ
き
体
験
料
込
み

○
会
場　

村
中
央
公
民
館

○
申
込
期
限

　

12
月
４
日
㈪
ま
で

○
申
込
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
、
大
人

又
は
子
供
、
バ
ス
利
用
の
有
無

を
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
村
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０
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川
　
柳
　
　
　

児
の
瞳
キ
ラ
キ
ラ
星
に
良
く
似
て
る

半
額
の
ラ
ベ
ル
が
い
つ
も
目
に
留
ま
る 

須
藤　

節
子

下
り
坂
晩
年
バ
ン
バ
ン
上
を
向
く

夏
惜
し
み
蝉
も
わ
ず
か
に
声
高
く 

塚
田　

照
子

晩
年
は
思
い
出
多
く
懐
か
し
い

う
っ
そ
う
に
繁
る
森
か
ら
蝉
の
声 

秋
山　

典
邦

夏
過
ぎ
て
蝉
の
鳴
き
声
遠
く
聞
く

庭
に
咲
く
可
憐
な
花
に
い
や
さ
れ
る 

金
沢
ミ
サ
子

秋
の
暮
れ
淋
し
く
聞
い
た
蝉
の
声

散
る
花
も
何
時
か
実
を
持
つ
意
地
が
あ
る 

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡
　　
　

祭
り
太
鼓
が
余
韻
を
の
せ
て

　
　
　
　
　

今
年
の
夏
も
過
ぎ
て
ゆ
く 

須
藤　

節
子

不
景
気
だ
け
が
一
人
で
歩
く

　
　
　
　
　

連
れ
て
お
い
で
よ
好
景
気 

塚
田　

照
子

不
景
気
な
の
は
経
済
学
が

　
　
　
　
　

間
違
っ
て
い
る
証
で
す 

秋
山　

典
邦

祭
り
太
鼓
の
聞
こ
え
る
夜
は

　
　
　
　
　

幼
き
頃
を
思
い
出
す 

金
沢
ミ
サ
子

主
婦
の
知
恵
だ
と
心
に
決
め
て

　
　
　
　
　

不
景
気
等
を
乗
り
越
え
る 

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級　

文
芸
ク
ラ
ブ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
る
方
へ

○
お
手
元
の
送
付
用
封
筒
の
差

出
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
て
も

　

切
手
を
貼
ら
ず
に
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
ま
す
。

○
送
付
用
封
筒
を
紛
失
し
た
場

合
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

https://w
w

w
.kojinbango-

card.go.jp/index.htm
l

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
に
つ
い
て

　

転
居
等
に
よ
り
記
載
し
て
あ

る
内
容
に
変
更
が
あ
る
方
、
ま

た
は
申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
等
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
住

民
グ
ル
ー
プ
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
村
住
民
福
祉
課

 

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

王
座
奪
還
へ　

市
町
村
対

抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

 　

２
年
ぶ
り
10
度
目
の
村
の
部

優
勝
へ
向
け
て
、
今
年
も
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

村
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
お

願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
７
時
40
分
号
砲

　

泉
崎
中
継
所
（
第
２
）
通
過

予
定
時
刻
は
８
時
17
分
で
す
。

　

８
時
頃
か
ら
県
道
母
畑
白
河

線
―
塙
泉
崎
線
の
泉
崎
区
間
を

通
過
し
始
め
ま
す
。

　

な
お
、
当
該
時
間
帯
は
交
通

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
迂
回
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
道
で
の
ご
声
援
は

選
手
走
路
の
障
害
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
村
教
育
課

 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
４
７
７
７

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　②看護員

特別養護老人ホーム

絵画･陶芸･雑貨等を展示販売いたします
カフェや体験コーナーなど盛りだくさん
お子様も楽しめる2日間です　入場無料！

問い合わせ先●こころん　泉崎村下根岸９　TEL 54-1115

第13回
こころん
チャリティアート展
11月18日㈯・19日㈰10時～16時（最終日は15時）
体験教室
開催

クリスマスの壁飾り、粘土細工（18日）
アイシングクッキー（19日）
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総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
個

人
や
家
庭
で
の
利
用
に
お
け
る

被
害
の
内
容
を
み
る
と
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
は
「
迷
惑
メ
ー

ル
を
受
信
（
架
空
請
求
を
除

く
）」
が
最
多
と
な
っ
て
お
り
、

２
位
に
「
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
し

た
が
感
染
な
し
」
、
３
位
に

「
迷
惑
メ
ー
ル
を
受
信
（
架
空

請
求
）
」
が
続
き
ま
す
。

　

一
方
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
は
、
２

位
が
「
迷
惑

メ
ー
ル
を
受

信
（
架
空
請
求
）
」
、
３
位
「
ウ

イ
ル
ス
を
発
見
し
た
が
感
染
な

し
」
と
な
っ
て
い
て
、
や
は
り

架
空
請
求
が
被
害
の
上
位
に
位

置
し
て
お
り
、
個
人
や
家
庭
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
お

い
て
は
、
「
架
空
請
求
」
な
ど

の
迷
惑
メ
ー
ル
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
ま

す
。

　

個
人
や
家
庭
で
の
被
害
が
多

い
「
架
空
請
求
」
、
「
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
請
求
」
に
よ
る
被
害
を

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
悪
用
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

防
ぐ
に
は
、
請
求
さ
れ
た
料
金

は
支
払
わ
な
い
、
連
絡
を
し
な

い
。
適
切
な
機
関
に
相
談
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
支
払
わ
な
い
、
連
絡
し
な
い

【
架
空
請
求
の
場
合
は
】

　

身
に
覚
え
の
な
い
支
払
い
を

求
め
る
架
空
請
求
の
場
合
は
、

無
視
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
架
空
請
求
の
大
半
は
、

無
作
為
に
選
ん
だ
複
数
の
宛
先

に
、
大
量
に
同
一
の
文
面
を

メ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
特
に
送

り
先
を
見
定
め
て
送
信
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

【
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
場
合

は
】

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
場
合

は
、
料
金
請
求
画
面
が
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
に
表
示
さ
れ
て
も
、

慌
て
て
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

請
求
画
面
を
閉
じ
よ
う
と
し

て
も
繰
り
返
し
画
面
が
表
示
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
画

面
が
表
示
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
こ
ち
ら
の
個
人
情
報
が
引

き
出
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
慌
て
て
連
絡
を
し
な
い

　

架
空
請
求
メ
ー
ル
や
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
請
求
の
料
金
請
求
画
面

な
ど
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
記

載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
（
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番
号
）
に

は
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
を
す
る
こ
と
で
、
相
手
先

（
見
知
ら
ぬ
第
三
者
）
に
こ
ち

ら
の
連
絡
先
を
知
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
で
す
。

▼
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
料
金

請
求
画
面
を
消
す
に
は
？

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
料
金

請
求
画
面
が
繰
り
返
し
表
示
さ

れ
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
対

処
が
有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
場

合
は
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
場

合
は
、
料
金
請
求
画
面
が
表
示

さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
閉
じ

た
り
、
ブ
ラ
ウ
ザ
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
閲
覧
ソ
フ
ト
）
の
履
歴

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
（
一
時
フ
ァ
イ

ル
）
な
ど
を
削
除
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
料
金
請

求
画
面
を
消
せ
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

【W
indow

s

パ
ソ
コ
ン
の
場
合

は
】

　

W
indow

s

を
利
用
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
含
む
）
の
場
合
、
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
閉
じ
て
も
画
面
上
に

料
金
請
求
画
面
が
繰
り
返
し
表

示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
悪

意
の
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、「
シ
ス

テ
ム
の
復
元
」（W

indow
s

に

標
準
で
備
わ
っ
て
い
る
機
能
）

を
行
い
、
数
日
前
の
状
態
や
初

期
化
状
態
に
戻
す
こ
と
で
、
料

金
請
求
画
面
を
消
せ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
「
シ
ス

テ
ム
の
復
元
」
で
は
、
何
等
か

の
原
因
で
パ
ソ
コ
ン
が
動
か
な

く
な
っ
た
り
、
デ
ー
タ
が
消
え

て
し
ま
っ
た
り
す
る
可
能
性
に

備
え
て
、
事
前
に
必
要
な
デ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
な

ど
し
て
か
ら
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

方
法
に
つ
い
て
は
、
製
品
の
説

明
書
を
よ
く
読
む
か
、
製
造
会

社
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
不
安
な
場
合
は
消
費
者
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
を

　

架
空
請
求
メ
ー
ル
を
受
け

取
っ
た
り
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求

に
遭
っ
た
り
し
て
不
安
な
場
合

は
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
被

害
に
遭
っ
た
場
合
の
技
術
的
な

対
処
方
法
な
ど
は
、
独
立
行
政

法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安

心
相
談
窓
口
で
紹
介
し
て
お
り
、

電
話
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）
」

に
電
話
を
か
け
れ
ば
、
最
寄
り

の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
紹
介

し
て
も
ら
え
ま
す
。

問
村
総
務
課

 

企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９
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百
歳
高
齢
者
に
お
祝
い
状
と

記
念
品

　

９
月
29
日
㈮
、
「
老
人
の

日
記
念
」
百
歳
高
齢
者
お
祝

い
状
・
記
念
品
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
老
人
の
日
（
９

月
15
日
）
を
記
念
し
今
年
度

中
に
百
歳
に
な
ら
れ
る
方
に

国
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

鈴
木
己
代
江
さ
ん
（
笹
立

山
）
と
山
崎
か
よ
さ
ん
（
木

ノ
内
）
の
お
二
人
に
久
保
木

村
長
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
名

の
お
祝
い
状
と
記
念
品
の
銀

杯
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
に
百
歳
を
迎
え
た
鈴

木
さ
ん
へ
は
自
宅
で
、
12
月

に
百
歳
に
な
ら
れ
る
山
崎
さ

ん
に
は
介
護
施
設
で
そ
れ
ぞ

れ
親
族
の
方
が
同
席
し
た
な

か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
、
山
崎
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

愛
郷
の
輝
き
交
流
事
業

稲
刈
体
験
を
実
施

　

稲
刈
り
体
験
は
、
10
月
８

日
㈰
に
踏
瀬
字
長
峯
地
内
の

（
草
野
様
所
有
）
田
ん
ぼ
に

て
行
わ
れ
、
天
王
台
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
や
八
雲
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
住
民
の
方
々
な
ど
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
は
黄
金
に
輝
く
酒

米
「
夢
の
香
」
を
、
鎌
を
用

い
刈
り
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

刈
り
取
り
後
は
、
参
加
者

全
員
で
食
事
を
し
な
が
ら
歓

談
し
ま
し
た
。

　

今
回
刈
り
取
っ
た
お
米
は
、

日
本
酒
「
愛
郷
の
輝
き
」
と

し
て
12
月
上
旬
に
村
内
の
酒

類
販
売
店
に
て
販
売
い
た
し

ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
の

実
施

　

９
月
20
日
㈬
、
泉
崎
第
一

小
学
校
鼓
笛
隊
が
、
演
奏
を

し
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
第
一

小
学
校
か
ら
泉
崎
駅
へ
向
か

う
道
を
沿
道
の
保
護
者
や
、

近
所
の
住
民
の
方
々
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
力
強
い
演

奏
に
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」
の

思
い
を
乗
せ
て
行
進
し
ま
し

た
。

村
交
通
安
全
協
会
と
阿
部
工

業
が
の
ぼ
り
を
贈
呈

　

９
月
20
日
㈬
、
村
交
通
安

全
協
会
と
阿
部
工
業
（
矢
吹

町
）
よ
り
、
村
教
育
委
員
会

へ
「
通
学
路
注
意
」
の
の
ぼ

り
旗
と
ポ
ー
ル
30
組
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
児
童
の
交
通
安

全
を
願
い
、
同
日
の
第
一
小

学
校
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

閉
会
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

百歳高齢者　山崎かよさん

百歳高齢者　鈴木己代江さん

安
全
協
会
よ
り
教
育
長
へ
の
ぼ

り
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。

駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て
演
奏
を
行

う
児
童
た
ち

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
元
気
に

演
奏
す
る
児
童
た
ち

昼
食
会
の
様
子

刈
り
取
り
の
様
子
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幼
稚
園
秋
季
大
運
動
会

　

９
月
30
日
㈯
、
す
が
す
が

し
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
呼
び
か
け
と
共

に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴
り

響
き
、
た
く
さ
ん
の
来
賓
の

皆
様
や
保
護
者
の
皆
様
が
見

守
る
中
、
秋
季
大
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

か
け
っ
こ
や
リ
ズ
ム
、

じ
ゃ
ま
じ
ゃ
ま
玉
入
れ
、
親

子
競
技
や
チ
ャ
ン
ス
走
、
保

護
者
綱
引
き
な
ど
、
ど
の
競

技
も
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
光

り
、
勝
つ
た
め
に
一
生
懸
命

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
達
は
、
運
動
会
と

い
う
大
き
な
行
事
を
経
験
し

た
事
で
、
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
心
の
育
ち
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
様

に
は
、
運
動
会
成
功
に
向

け
、
日
々
の
生
活
で
お
子
様

を
励
ま
し
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
役
員
の
皆

様
、
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き

ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
に
も

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
出
場
結
団
式

　

９
月
22
日
㈮
、
役
場
村
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
４
回

福
島
県
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
10
月
14
日
開

会
）
出
場
へ
向
け
て
泉
崎
村

代
表
チ
ー
ム
の
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
展
示
会

　

村
で
は
、
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈
呈
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
10
月
７
日
㈯
、

泉
崎
幼
稚
園
を
会
場
に
平
成

交
通
安
全
街
頭
活
動

　

10
月
15
日
㈰
、
村
交
通
安

全
母
の
会
に
よ
る
県
下
一
斉

交
通
安
全
街
頭
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
福
島
県
交
通
安
全

母
の
会
主
導
の
も
と
交
通
事

故
防
止
を
訴
え
た
活
動
で
す
。

　

村
で
は
母
の
会
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
４
号
国
道
沿
道

に
お
い
て
自
作
し
た
横
断
幕

を
用
い
て
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

街
頭
活
動
を
行
う
母
の
会

リレー玉入れ「絶対勝つぞ～！」年中児リズム「おどるポンポコリン」

必勝!!ソフトボール代表チーム

にぎわうランドセル展示会

　

杉
田
教
育
長
、
久
保
木
村

長
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、

中
野
目
喜
雅
監
督
へ
村
旗
を

託
し
ま
し
た
。

　

中
野
目
監
督
は
、
「
若
く

機
動
力
が
武
器
の
チ
ー
ム
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
一

つ
で
も
多
く
良
い
結
果
を
報

告
し
た
い
」
と
挨
拶
し
、
穂

積
健
主
将
が
必
勝
の
決
意
表

明
を
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
10
月
14
日
㈯
に

相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

で
行
わ
れ
、
大
接
戦
の
末
、

９
対
８
で
平
田
村
に
勝
利
し

２
回
戦
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

30
年
度
新
入
学
児
童
・
保
護

者
ラ
ン
ド
セ
ル
展
示
会
・
申

込
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
に
は
、
榮
伸
福
島

工
場
（
泉
崎
村
）
で
製
造
さ

れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
ド
セ

ル
が
展
示
さ
れ
、
家
族
と
と

も
に
会
場
を
訪
れ
た
子
ど
も

達
は
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
な
が
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
、
色
や
デ
ザ
イ
ン
、

フ
ィ
ッ
ト
感
を
慎
重
に
確
か

め
て
い
ま
し
た
。

　

注
文
を
受
け
た
ラ
ン
ド
セ

ル
は
、
来
年
の
３
月
ま
で
に

は
泉
崎
村
か
ら
お
祝
い
と
し

て
、
各
家
庭
に
贈
呈
さ
れ
る

予
定
で
す
。
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長
杯

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

第
32
回
協
会
長
杯
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
23

日
㈯
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
今

年
度
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

対
抗
戦
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優
勝　

八
雲
バ
レ
ー
愛
好
会

準
優
勝　

岩
通
バ
レ
ー
部

大
人
の
趣
味
く
ら
ぶ
開
催

　

10
月
７
日
㈯
、
村
中
央
公

民
館
事
業
の
第
２
回
大
人
の

趣
味
く
ら
ぶ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
い
わ
き
市
で
、
手

び
ね
り
で
の
陶
芸
体
験
を
行

い
、
昼
食
は
「
ら
ら
み
ゅ

う
」
の
海
の
見
え
る
お
店
で

ラ
ン
チ
を
食
べ
ま
し
た
。

　

陶
芸
体
験
を
し
た
参
加
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
皿
や
お
椀

な
ど
を
か
た
ど
っ
て
、
焼
き

上
が
り
を
楽
し
み
に
し
な
が

ら
工
房
を
後
に
し
ま
し
た
。

成
人
学
級
秋
の
遠
足

　

10
月
２
日
㈪
公
民
館
主
催

事
業
の
成
人
学
級
で
は
学
級

生
36
名
が
参
加
し
、
山
形
県

「
川
西
ダ
リ
ア
園
」
へ
秋
の

遠
足
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
リ
ア
は
満
開
に
咲
き
誇

り
ど
れ
も
が
色
鮮
や
か
で
見

る
人
の
目
を
く
ぎ
付
け
に
し

て
は
、
笑
顔
に
し
て
く
れ
た

り
胸
を
躍
ら
せ
て
く
れ
た
り

学
級
生
の
心
を
十
分
に
満
た

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
気
に
入
り
の
ダ

リ
ア
の
前
で
写
真
を
撮
る
な

ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
ク

イ
ズ
あ
り
歌
あ
り
で
盛
り
上

が
り
、
楽
し
い
遠
足
と
な
り

ま
し
た
。

幼
稚
園
自
然
観
察
会

　

10
月
11
日
㈬
、
烏
峠
の
自

然
を
守
る
会
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
り
、
年
長
児
が
烏
峠

の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

園
バ
ス
で
烏
峠
「
弘
法
の

道
入
り
口
」
ま
で
行
き
、
烏

峠
の
自
然
を
守
る
会
の
み
な

さ
ん
の
案
内
で
、
稲
荷
神
社

前
広
場
ま
で
山
道
を
登
り
ま

し
た
。

　

道
中
で
は
ど
ん
ぐ
り
を

拾
っ
た
り
、
途
中
の
眺
望
を

楽
し
ん
だ
り
、
傾
斜
の
あ
る

林
道
の
自
然
の
空
気
を
体
内

に
取
り
込
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

山
頂
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
「
お
楽
し
み

会
」
や
女
性
会
員
の
方
々
が

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
頬
張
り
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
お
腹
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
達
で
し
た
。

　

最
後
に
「
お
わ
り
の
会
」

で
は
、
子
ど
も
達
と
共
に
、

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
た
く

さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た

だ
い
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

烏
峠
の
自
然
を
守
る
会
の

皆
様
、
子
ど
も
達
の
心
に
残

る
貴
重
な
体
験
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

ダ
リ
ア
を
前
に
笑
顔
の
学
級
生

自
然
観
察
会
参
加
者
全
員
集
合
！木立の中の「弘法の道」を登る子ども達

優勝　八雲バレー愛好会
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こ
れ
が
べ
に
は
る
か
の
お
い
も
だ
よ

祈
願
祭
の
様
子

学
校
給
食
（
下
條
村
の
タ
マ
ネ
ギ
の

入
っ
た
タ
マ
ネ
ギ
と
大
根
の
み
そ
汁
、

さ
ば
の
竜
田
揚
げ
、
ひ
じ
き
と
が
ん

も
の
煮
物
）

た
く
さ
ん
の
野
菜
に
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い　

給
食
が
楽
し
み

村
保
育
所
芋
ほ
り

　

10
月
６
日
㈮
い
ち
ご
、

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
ぐ
み
の
子

ど
も
達
25
名
が
幼
稚
園
バ

ス
に
乗
っ
て
、
岩
瀬
農
業

高
校
ま
で
芋
ほ
り
に
行
き

ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
ず
っ
と
楽
し

み
に
し
て
い
た
子
ど
も
達

は
、
長
靴
を
履
い
て
水
筒

を
持
ち
バ
ス
に
乗
り
ま
し

た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
「
い
も

ほ
り
」
の
う
た
や
「
や
き

い
も
グ
ー
チ
ー
パ
ー
」
の

手
遊
び
な
ど
を
し
て
、
や

る
気
満
々
で
し
た
。

　

畑
に
到
着
す
る
と
、
た

く
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
達
に

び
っ
く
り
し
、
緊
張
し
て

い
た
も
の
の
、
芋
ほ
り
が

始
ま
る
と
お
兄
さ
ん
達
と

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

大
き
い
芋
小
さ
い
芋
、

形
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

芋
ほ
り
が
で
き
良
い
体
験

が
出
来
ま
し
た
。

長
野
県
下
條
村
か
ら
農
産
物

　

役
場
職
員
の
研
修
等
で
お

世
話
に
な
り
、
そ
れ
を
契
機

に
地
域
交
流
を
深
め
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し

て
い
る
長
野
県
下
條
村
の
有

志
の
皆
様
か
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
タ
マ
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ

の
計
270
㎏
余
を
10
月
９
日
㈪

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
育
所
及
び
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
調
理
し
、
給
食
と

し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
野
菜
を
寄
附
さ
れ
た
下
條

村
の
皆
様
）

（
村
長
）
金
田
憲
治
様
、

（
副
村
長
）
宮
島
俊
明
様
、

（
村
議
会
議
員
）
塩
沢
道
雄

様
、
細
田
達
三
様
、
宮
嶋
怡

正
様
、
串
原
肇
様
、
福
澤

敏
様
、
熊
谷
政
孝
様
、
串
原

寛
治
様
、
村
松
積
様
、
竹
村

宗
次
様
、
（
学
校
給
食
地
産

地
消
推
進
グ
ル
ー
プ
）
奥
村

富
子
様
、
村
沢
寿
子
様
、
竹

村
和
子
様
、
亀
割
正
子
様
、

伊
藤
和
子
様
、
荒
井
志
づ
か

様
、
宮
澤
美
江
子
様
、
（
役

場
職
員
）
宮
島
敦
様

たくさんとれたよ

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
納
車

　

10
月
２
日
㈪
、
村
役
場
駐

車
場
に
お
い
て
新
し
く
購
入

し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
村
長
、
副
村
長
、

中
央
公
民
館
長
や
新
し
く
購

入
し
た
バ
ス
の
メ
ー
カ
ー
日

野
自
動
車
株
式
会
社
の
二
瓶

常
務
取
締
役
な
ど
が
参
加

し
、
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

納
車
さ
れ
た
バ
ス
に
関

し
ま
し
て
は
村
中
央
公
民

館
（
☎
５
３
・
２
２
５
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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診療所外来11月担当医

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
 11/10,17,24

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科
11/2,16,30　

小林奈美江
眼科

11/17,24

内藤　梓
消化器内科・外科

第2・4土曜日
八木正樹

小児科
11/16

小林奈美江
眼科

11/4

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/10,17,24

小林利男
整形外科・内科
 第１・３土曜日

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

第2・4土曜日
緑川博文

心臓血管外科
11/13

八木正樹
小児科
11/16

小鹿山博之
内科・脳外科
 第３土曜日

（下段の日付は診察日の記載になります）
※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※水曜日の受付は14：30までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
 問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

※眼科は医師の都合により、11月10日（金）は休診いたします。その振替として、11月４日（土）午前に診療を行います。ご迷惑
をおかけして申し訳ありませんが、ご了承願います。

※11月９日（木）午前中は内藤先生不在となります。

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

■
糖
と
血
管

　

９
月
30
日
㈯
、
総
合
南

東
北
病
院　

循
環
器
・
血

管
外
科
の
植
野　

恭
平
先

生
よ
り
、
「
糖
と
血
管
」

と
題
し
た
講
演
が
泉
崎
村

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
ま
し
た
。

　

「
糖
尿
病
」
と
は
血
糖

値
が
高
く
な
る
病
気
で
自

覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
進
行
す
る
と

喉
が
渇
い
た
り
、
尿
の
量

が
増
え
た
り
、
体
が
だ
る

く
な
っ
た
り
、
神
経
や
血

管
な
ど
を
障
害
す
る
大
変

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
人

口
の
高
齢
化
や
生
活
習
慣

が
変
化
し
て
い
る
た
め
に

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
増

え
て
お
り
、
日
本
に
お
い

て
は
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

は
そ
の
予
備
軍
を
含
め
る

と
約
２
０
５
０
万
人
い
る

そ
う
で
す
。

　

血
糖
値
の
高
い
状
態

の
こ
と
を
高
血
糖
と
い

い
、
網
膜
症
、
腎
症
、
神

経
障
害
の
三
つ
を
糖
尿
病

の
三
大
合
併
症
と
い
う
こ

と
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
方
法
と
し
て
は
①
食
事

療
法
、
②
運
動
療
法
、
③

薬
物
療
法
の
三
つ
が
あ
る

こ
と
、
糖
尿
病
の
患
者
さ

ん
は
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
足
に
も
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
や
す
い
こ
と
な

ど
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
食
事
療
法
と
し

て
は
自
分
の
体
格
に
あ
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
で
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
腹

八
分
目
、
ゆ
っ
く
り
食
べ

る
、
野
菜
を
多
く
脂
っ
こ

い
も
の
を
控
え
る
、
朝
食

は
必
ず
食
べ
る
こ
と
な
ど

を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
11
月
11
日
㈯
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で

は
、
総
合
南
東
北
病
院
の

心
臓
血
管
外
科
の
医
師
に

よ
る
外
来
診
療
を
毎
月
第

一
月
曜
日
の
午
後
お
よ
び

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
受
付
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

外
来
に
て
10
月
16
日
㈪
よ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
、
11
月

16
日
㈭
の
小
児
科
医
師
に
よ
る

接
種
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
市
町
村
に
よ
っ
て

実
施
期
間
や
料
金
等
（
接
種
に

伴
う
費
用
の
助
成
）
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
市
町
村

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の

�

お
知
ら
せ

○
期
日　
11
月
11
日
㈯

○
開
場　
13
：
30

○
講
演　
14
：
00
～
15
：
00

○
会
場　
泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー　

集
団
検
診
室

○
入
場
料　
無
料

○
演
題　
「
ピ
ロ
リ
菌
感
染
慢

性
胃
炎
・
胃
潰
瘍
・
胃
が
ん
・

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
…
」

〇
講
師
　
泉
崎
南
東
北
診
療
所

　
　
　
　

副
所
長　

消
化
器
科

　
　
　
　
　
　

内
藤　

梓
先
生
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福祉グループ　☎５４・１３３５

平
成
29
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

泉
崎
村
で
は
、
65
歳
以
上

の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
１
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
接

種
に
伴
う
費
用
助
成
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

　

接
種
の
際
は
県
内
の
医
療

機
関
へ
必
ず
電
話
ま
た
は
窓

口
で
予
約
し
て
か
ら
受
け
て

く
だ
さ
い
。

○
接
種
実
施
期
間

　

平
成
29
年
10
月
16
日
㈪

～
平
成
29
年
12
月
28
日
㈭

【
65
歳
以
上
の
方
】

○
対
象
者

　

接
種
日
に
65
歳
以
上
に

な
っ
て
い
る
方
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
活
動
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

相
当
）
を
有
す
る
方
も
含

む
。

○
自
己
負
担　

１
２
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無

料
で
す
が
、
村
住
民
福
祉

課
福
祉
グ
ル
ー
プ
で
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
福
祉
グ

ル
ー
プ
（
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
）
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も

の

　

健
康
保
険
証
又
は
後
期
高

齢
者
医
療
受
給
者
証
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
対

象
と
な
る
方
は
身
体
障
害

者
手
帳
も
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
１
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
方
】

○
助
成
す
る
料
金

　

自
己
負
担
１
２
０
０
円
の

差
額
の
金
額
を
払
い
戻
し
ま

す
。

　

但
し
、
上
限
額
は
１
人
に

対
し
３
０
０
０
円
で
す
。

　

上
記
の
接
種
期
間
に
接
種

し
た
方
で
、
１
回
目
の
接
種

の
み
、
医
療
機
関
で
支
払
い

後
、
払
い
戻
す
方
法
で
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

○
払
戻
し
手
続
き

　

接
種
後
、
領
収
書
、
母
子

健
康
手
帳
（
接
種
記
録
が

確
認
で
き
る
物
）
、
通
帳

（
振
込
用
）
、
印
鑑
を
持
参

し
、
平
成
30
年
１
月
31
日
ま

で
に
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ

ル
ー
プ
（
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
）
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
降
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
65
歳
以
上
の
方
」
以
外

の
接
種
は
予
防
接
種
法
に
基

づ
か
な
い
任
意
接
種
で
あ
る

た
め
、
健
康
被
害
が
生
じ
た

際
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に

基
づ
く
救
済
制
度
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予

防
接
種
法
（
定
期
接
種
）
と

比
べ
て
救
済
の
対
象
や
金
額

等
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ

ル
ー
プ
（
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
４
８・５
４・１
３
３
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
、
普
通
の
か
ぜ
と
は
違

う
感
染
症
で
す
。

　

症
状
は
、
38
℃
以
上
の
発

熱
や
頭
痛
、
せ
き
、
鼻
水
、

の
ど
の
痛
み
、
全
身
の
倦
怠

感
や
関
節
の
痛
み
な
ど
全
身

症
状
で
す
。

予
防
す
る
に
は

○
帰
宅
し
た
時
や
食
事
を
す

る
前
な
ど
手
洗
い
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消

毒
液
で
手
を
消
毒
す
る
の

も
効
果
的
で
す
。

○
普
段
か
ら
の
健
康
管
理
も

重
要
で
す
。
栄
養
と
睡
眠

を
十
分
に
と
り
、
抵
抗
力

を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

○
室
内
を
適
度
な
温
度
や
湿

度
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
予
防
接
種
も
重
要
で
す
。

発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら

し
、
発
症
し
て
も
重
い

症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま

す
。

せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

時
は
、
ハ
ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
鼻
や
口
を
押
さ

え
、
飛
沫
さ
せ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク

の
着
用
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。

プリザーブドフラワー・ギフト販売

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00
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Izumizaki-Country　Village B・B・Q Plan　2017 4/1～11/30

バーベキュー・芋煮会シーズン到来です！

＊芋煮会用の貸鍋もご用意しております。ご予約の際にお申し付けください。
＊BBQセット・芋煮鍋ご予算に応じます。場所の貸出＠540円も承ります。

BBQセット
１人前（税込） 2,700円 肉３種盛り

１人前（税込） 1,620円

一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん
異世界でカフェを開店しました。
10　　　　　　　甘沢　林檎著

アルファポリス(2017年刊)

おしりたんてい　いせきからのＳ
ＯＳ　　　　 トロル著／ポプラ社

(2017年刊)

ちか１００かいだてのいえ
岩井　俊雄著／偕成社

(2009年刊)
ONE　PIECE　巻86“四皇暗殺
作戦”　尾田　栄一郎著／集英社

(2017年刊)

１％　３　だれにも言えないキモチ
このはな　さくら著／KADOKAWA

(2016年刊)

かばんうりのガラゴ
島田　ゆか著／文溪堂

(1997年刊)
九十歳。何がめでたい

佐藤　愛子著／小学館
(2016年刊)

市川房枝　女性解放運動から社会変革
へ　筑摩書房編集部著／筑摩書房

(2015年刊)

へちまのへーたろー
二宮　由紀子著／教育画劇

(2011年刊)

１

３
２

９月の人気の本　べスト3

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

調査対象期間：201７.９.１～９.３０

《図書館からのお知らせ》
　１０月５日（木）に第一小学校２年生４０名が図書館見学
に来ました。子どもたちは図書館の使い方の紙芝居や大型絵
本による読み聞かせの後、好きな本を１人２冊選び借りてい
きました。
　本がたくさんあり、何の本を借りたら良いか悩んでいるよ

うでしたが、図書館の職員に聞いたり中身を確認したりしながら興味がある本を選ぶことができました。この図
書館見学が子どもたちに本の楽しさや調べることの面白さに気づくきっかけになって欲しいと思います。

《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　　　著　者 　　出　版　社 請求記号

ぱかっ 森　あさ子 ポプラ社 E-ﾓ
ばけバケツ 軽部　武宏 小峰書店 E-ｶ
あくまちゃんとてんしちゃん のぶみ 幻冬舎 E-ﾉ
どんぐりと山猫 宮沢　賢治 金の星社 E-ﾐ
みんなで考える小学生のマナー ジュニアマナーズ協会 メイツ出版 K-385.9-ｼﾞ
サイエンスコナン食べものの不思議 青山　剛昌 小学館 K-498-ｱ
さいとう市立さいとう高校野球部　３ あさの　あつこ 講談社 YA-913.6-ｱ
誰も教えてくれなかった実験ノートの書き方 野島　高彦 化学同人 YA-407-ﾉ
dele 本多　孝好 KADOKAWA 913.6-ﾎ
宮沢賢治コレクション　６　春と修羅 宮沢　賢治 筑摩書房 913.6-ﾐ
福島の摩崖仏、鎮魂の旅へ 青木　淳 淡交社 L-718.4-ｱ
プリザーブドフラワー　生花から自在にアレンジ 長井　睦美 メイツ出版 594.8-ﾅ
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福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/

相　
　

談

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

村
で
は
こ
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
の
人
権
に
関
す

る
問
題
・
心
配
ご
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
（
予
約
不
要
）

○
日
時　

12
月
５
日
㈫

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

○
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
住
民
福
祉
課

 

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

応
相
談

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
住
民
福
祉
課

 

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

11
月
11
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　

村
民
生
児
童
委
員

　
　

小
林
伸
幸
・
三
浦
耕
志
朗

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

多
重
債
務
・
貸
金
業
に

関
す
る
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受

け
ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業

者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て

い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
窓
口　

福
島
市
松
木
町

13
―
２　

財
務
省
福
島
財
務
事

務
所
理
財
課

○
受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜

日
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

８
：
30
～
12
：
00
、
13
：
00
～

16
：
30
（
原
則
と
し
て
）

☎
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

労
働
困
り
ご
と

�

相
談
会
開
催

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、

賃
金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に

つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時　

12
月
17
日
㈰

　
　
　
　
　

10
：
00
～
17
：
00

○
電
話
相
談（
県
内
全
域
対
象
）

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

電
子
メ
ー
ル

roudousoudan@
pref.fukush

im
a.lg.jp

平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
重
大
な
消
防
法
令
違

反
の
建
物
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
表
し
ま
す
。

　

違
反
対
象
物
情
報
は
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。

○
違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
と

は
　

建
物
を
利
用
す
る
方
が
、
自

ら
利
用
す
る
建
物
の
火
災
危
険

性
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
、

そ
の
建
物
の
利
用
に
つ
い
て
判

断
で
き
る
よ
う
、
消
防
が
立
入

検
査
の
際
に
確
認
し
た
重
大
な

消
防
法
令
違
反
を
イ
ン
タ
ー

案　
　

内
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ネ
ッ
ト
に
よ
り
公
表
す
る
制
度

で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
白
河
地

方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.shirakaw

a.jp/

問
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
２
１
７
０

個
人
事
業
税
納
期
の

�

お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

今
回
は
、
年
税
額
が
１
万
円

以
上
の
方
に
、
第
２
期
分
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期

限
は
11
月
30
日
㈭
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
期

限
ま
で
に
金
融
機
関
か
ら
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

「
出
前
講
座
」
の

�

ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

お
伺
い
し
、「
お
こ
づ
か
い
帳
を

つ
け
よ
う
（
小
学
生
向
け
）」

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う

（
一
般
向
け
）
」
「
金
融
犯
罪

（
な
り
す
ま
し
詐
欺
等
）
被
害

防
止
」
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で

出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

 
総
務
課

☎
０
２
４
・
５
３
５
・
０
３
０
１

第
69
回
人
権
週
間
に
つ

い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採

択
日
）
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
、
積
極
的
な
啓
発
運

動
を
実
施
す
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局

及
び
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
12
月
４
日
㈪
か
ら

10
日
㈰
ま
で
を
「
第
69
回
人
権

週
間
」
と
し
、
当
該
週
間
を
中

心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
及
び

相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
の
実
施

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島

県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会

は
、
11
月
13
日
㈪
か
ら
11
月
19

日
㈰
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
電
話
相
談
の
取
組
を

強
化
し
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

は
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局

職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。
）
に
お
い
て
も
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
間　

11
月
13
日
㈪
か
ら
11

月
19
日
㈰
ま
で
の
７
日
間

○
時
間　

８
：
30
～
19
：
00

　

た
だ
し
、
11
月
18
日
㈯
と
11

月
19
日
㈰
は
10
：
00
～
17
：
00

ま
で

○
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

問
福
島
地
方
法
務
局

 

人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
１
９
９
４

児
童
虐
待
は
社
会
全
体

で
解
決
す
べ
き
問
題
で

す
。

【
児
童
虐
待
と
は
】

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。
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○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ

落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
な
ど

○
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
い
か
な
い
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な

ど
　

あ
な
た
の
１
本
の
お
電
話
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も

可
能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

児
童
相
談
所

全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
た
ら
。
ご
自
身
が

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
。

子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
。

　

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
相

談
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課

 

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

11
月
は
「
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
期
間
」
で

す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保

険
の
加
入
手
続
は
お
済
み
で
す

か
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
、
又
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部

 

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
７

交
通
事
故
の
損
害
賠
償

問
題
で
お
困
り
の
方
へ

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ

れ
、
示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償

の
問
題
で
お
困
り
の
方
へ
、
弁

護
士
が
「
中
立
・
公
正
」
な
立

場
で
、
当
事
者
間
の
紛
争
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償

問
題
の
法
律
知
識
が
な
く
て
も
、

交
渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心
で
す
。

　

弁
護
士
費
用
は
、
一
切
か
か

り
ま
せ
ん
。
（
無
料
で
す
）

　

ま
ず
は
、
電
話
で
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い

揚
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
（
公
益
財
団
法
人
）
交
通
事

故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
仙
台
支

部☎
０
２
２
・
２
６
３
・
７
２
３
１

「
新
し
い
東
北
」
復
興

・
創
生
顕
彰
実
施
の

�

ご
案
内

　

復
興
庁
で
は
現
在
、
直
近
一

年
間
に
お
い
て
「
新
し
い
東

北
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
る
個
人
・
団
体
の
活

動
を
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と

も
に
、
被
災
地
内
外
へ
の
普

及
・
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、

標
記
顕
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://new
tohoku.secure.

force.com
/kenshou/

問
「
新
し
い
東
北
」
復
興
・
創

生
顕
彰
運
営
事
務
局

☎
０
３
・
６
２
６
５
・
６
８
１
５

秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
実
施
に
つ
い
て

○
実
施
期
間

11
月
９
日
㈭
～
11
月
15
日
㈬

○
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に

　

習
慣
に
」

○
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま

し
ょ
う
。

②
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
ま

し
ょ
う
。

③
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

泉崎村のペンキ屋です
ペンキで大改装・美フォーアフターしませんか！
住宅の屋根・外壁・天井・破風雨樋・サビ・カビ・
ヒビ割れなどありませんか！
現在の色、又御自分の好きな色でリフレッシュ
＊＊店舗・オフィス・会社・工場内外等＊＊

＊見積り無料
　　いつでもお電話お待ちしております

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８随時、経験者・見習い募集中です

今話題の防かび塗装・遮熱塗料・光触媒塗料
など特殊塗装もお任せください。
店舗の模様替え、会社の社員食堂、
休憩所等の塗り替えも、お任せください。
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し
ま
し
ょ
う
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

②
ジ
ュ
ー
タ
ン
及
び
カ
ー
テ
ン
、

寝
具
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

あ
な
た
の
年
金
、
簡
単

便
利
な
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、

お
客
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の
情
報

を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
ご
自
身
の
情
報
を
確
認
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

○
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
で

き
る
こ
と

・
ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
確
認

・
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
の
閲
覧

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
た
各
種
通
知
書
の
確
認
な
ど

○
利
用
す
る
に
は

　

ご
利
用
に
は
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
。

　

ご
利
用
の
際
に
は
、
「
年
金

手
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
基
礎
年
金
番
号
」
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
検
索
、

ま
た
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

https://nenkin.go.jp/n_net/

○
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ア
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

９
：
00
～
19
：
00

　

第
２
土
曜
日

　

９
：
00
～
17
：
00

※
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

予
約
年
金
相
談

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国

の
年
金
事
務
所
で
予
約
年
金
相

談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

週
の
初
め
や
お
客
様
へ
各
種

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
る
時
期

等
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
ご
相
談
い

た
だ
く
た
め
に
も
事
前
に
ご
予

約
の
う
え
、
お
越
し
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

白
河
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
４
１
６
１

（
自
動
音
声
案
内
【
５
番
】
を

押
し
て
く
だ
さ
い
）

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
受
付
時
間

　

８
：
30
～
17
：
00

（
土
・
日
・
祝
日
・
12
月
29
日

～
１
月
３
日
は
除
く
）

※
ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

白
河
准
看
護
学
院

�

生
徒
募
集

○
受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
又
、
こ
れ

と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
方

（
中
学
校
卒
業
で
も
履
修
が
可

能
と
認
め
ら
れ
る
方
を
含
む
）
、

年
齢
、
性
別
不
問

○
定
員　

30
名

○
試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、

作
文
、
面
接

○
試
験
期
日

　

平
成
30
年
２
月
８
日
㈭

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

～
平
成
30
年
１
月
23
日
㈫

（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

※
募
集
要
項
及
び
出
願
書
類
を

郵
送
で
希
望
す
る
方
は
、
送
付

先
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
140

円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号
封
筒

を
同
封
し
て
次
の
宛
先
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
９
６
１
‐
０
０
５
４

白
河
市
北
中
川
原
313

問
白
河
医
師
会

 

白
河
准
看
護
学
院

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
３
７
０
１

募　
　

集



広報
いずみざき21

陸
上
自
衛
隊

　

高
等
工
科
学
校

�

生
徒
募
集

　

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子

が
対
象
の
採
用
試
験
で
す
。

　

入
校
と
同
時
に
、
特
別
職
国

家
公
務
員
に
な
り
、
通
信
制
の

高
等
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら

将
来
、
自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を

養
成
す
る
制
度
で
す
。

【
一
般
採
用
試
験
】

○
受
付
期
間

　

平
成
29
年
11
月
１
日
㈬
～

　

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

○
１
次
試
験

・
試
験
日

　

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

・
試
験
会
場

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー

・
試
験
科
目

　

国
、
社
、
数
、
理
、
英
、
作

文
（
500
文
字
）

○
２
次
試
験

　

１
次
試
験
合
格
者
の
み
案
内

い
た
し
ま
す
。

・
内
容

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

【
推
薦
採
用
試
験
】

○
受
付
期
間

　

平
成
29
年
11
月
１
日
㈬
～

　

平
成
29
年
12
月
１
日
㈮

○
試
験
日

　

平
成
30
年
１
月
６
日
～
８
日

の
指
定
す
る
１
日

○
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

○
試
験
科
目

　

口
述
試
験
・
筆
記
試
験
・
身

体
検
査

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

第
69
回
全
国
植
樹
祭

一
般
参
加
者（
県
内
公
募
）

�

募　

集

○
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て

　

全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国

土
の
基
盤
で
あ
る
森
林
・
緑
に

対
す
る
国
民
的
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
の
も
と
行
う
、
国
土
緑

化
推
進
運
動
の
中
心
的
行
事
で

す
。

　

福
島
県
内
で
の
開
催
は
、
昭

和
45
年
、
猪
苗
代
町
天
鏡
台
で

開
催
し
て
以
来
、
48
年
ぶ
り
２

回
目
と
な
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
「
育
て
よ
う　

希
望
の
森
を　

い
の
ち
の
森

を
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
初
め
て
開
催

す
る
も
の
で
、
緑
豊
か
な
ふ
る

さ
と
の
再
生
や
復
興
に
向
け
て

力
強
く
歩
み
続
け
る
福
島
の
姿

を
広
く
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

○
開
催
日

　

平
成
30
年
６
月
10
日
㈰

○
場
所

　

南
相
馬
市
原
町
区
雫
地
内
の

海
岸
防
災
林
整
備
地

○
募
集
人
数

１
５
０
０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
）

○
申
込
受
付
期
間

　

平
成
29
年
10
月
２
日
㈪
～

　

平
成
29
年
11
月
30
日
㈭

○
募
集
区
分
及
び
応
募
資
格

【
個
人
で
の
応
募
】

　

福
島
県
内
在
住
で
、
満
18
歳

以
上
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
）
の
方
が
個
人
（
１
名
）
で

応
募
。

【
グ
ル
ー
プ
・
家
族
（
２
名
以

上
20
名
以
下
）
で
の
応
募
】

　

応
募
者
全
員
が
福
島
県
内
に

在
住
し
て
い
る
こ
と
。

　

応
募
者
全
員
が
、
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
で
満
６
歳
（
小

学
校
１
年
生
）
以
上
で
あ
る
こ

と
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で

満
18
歳
未
満
の
方
が
グ
ル
ー
プ

構
成
員
と
し
て
応
募
す
る
場
合

に
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
あ
り
、

か
つ
、
成
人
（
平
成
30
年
４
月

１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
）
の

方
が
代
表
で
あ
る
こ
と
。

○
応
募
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込

（
推
奨
）
、
専
用
の
応
募
用
紙

を
郵
送
又
は
持
参

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
福
島
県
全
国
植
樹
祭
」
で
検

索
、
ま
た
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.fukushim

a.
lg.jp/site/syokujusai

問
第
69
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県

実
行
委
員
会
事
務
局
（
福
島
県

農
林
水
産
部
全
国
植
樹
祭
推
進

室
内
）

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
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６
５
５

電
子
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ル

syokujusai@
pref.fukushi

m
a.lg.jp

10
月
14
日
㈯
相
馬
市
で
行
わ
れ
た

市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
平
田
村
戦
の
模
様



会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図
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■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

11
■ 歯科

12（日） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

い が ら し 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-9111（白河市老久保）

鈴 木 歯 科 医 院 （ 表 郷 ）
☎32-2029（白河市表郷金山）

19（日） 関 　 医 　 院
☎23-3003（白河市横町）

宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク
☎31-1570（白河市北真舟）

芳 賀 医 院 歯 科 室
☎25-2862（西郷村小田倉）

23（木） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

大 髙 整 形 外 科
☎23-9988（白河市昭和町）

早 坂 歯 科 医 院
☎24-6480（白河市合戦坂）

26（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

大 髙 内 科 胃 腸 科
☎24-1456（白河市道場小路）

は や し 歯 科 医 院
☎24-1818（白河市道場町）

　3（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎2１-2166（白河市老久保）

あ り が ク リ ニ ッ ク
☎21-1311（白河市北中川原）

古 市 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎52-2894（中島村二ツ山）

10（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

片 倉 医 院 　 産 科 ・ 婦 人 科
☎23-2459（白河市昭和町）

ほ ず み 歯 科 医 院
☎22-7211（白河市三番町）

11 ／

12 ／

今 月 の 行 事　　【11月10日～12月９日】

10
（金）

乳幼児家庭教育学級・保育参加
県学力検査（２年）

●可燃ごみ

11
（土）

行政相談：心配ごと相談所開設
学習発表会
ハンドクラフト教室

休日窓口開庁日（役場・社協）

12
（日）

泉崎村芸能発表会
休日窓口開庁日（役場・社協）

13
（月） 繰替休業日

14
（火）

６～８か月児健康相談
貯筋会

●可燃ごみ

15
（水）

平成30年度入所児募集（15日～22日）
・ 芸術鑑賞教室
英会話教室

▲資源ごみ

16
（木） 第2学期期末テスト

17
（金）

校内スポーツ大会
●可燃ごみ■不燃ごみ

18
（土）

総合検診
ふくしま駅伝大会開会式

文化祭囲碁大会
村収穫感謝祭パークゴルフ大会

休日窓口開庁日（役場・社協）

19
（日）ふくしま駅伝大会

20
（月） 盆栽教室

21
（火）

貯筋会
村民文化祭表彰式
なかよしクラブ

●可燃ごみ

22
（水）

よいこの発表会予行練習、弁当の日
マラソン大会
出前教室
英会話教室

▲資源ごみ

23
（木）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（金）

成人学級
●可燃ごみ

25
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

26
（日）

絵画教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

27
（月）
28
（火）

1歳児・2歳児健康相談
貯筋会

●可燃ごみ

29
（水）

休肝日
個別面談

▲資源ごみ

30
（木）

固定資産税第3期納期限
国民健康保険税第5期納期限
後期高齢者医療保険料第4期納入期限
集落排水使用料第4期納入期限
村営住宅使用料11月分納入期限
介護保険料第5期納期限

個別懇談
個別面談

12/1
（金）

個別懇談
個別面談
なかよしクラブ自由参加日

●可燃ごみ■不燃ごみ

２
（土）

よいこの発表会
ハンドクラフト教室

休日窓口開庁日（役場・社協）

３
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

4
（月）

繰替休業日
個別懇談
クック＆クッキング

5
（火）

貯筋会
個別懇談
個別面談
特設人権相談所開設

●可燃ごみ

6
（水）

個別懇談
個別面談
英会話教室

▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

７
（木）

個別面談

８
（金）

●可燃ごみ

9
（土）

クリスマス子ども会
授業参観、教育講演会、学年保護者会
行政相談：心配ごと相談所開設

休日窓口開庁日（役場・社協）
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Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

11 11 11
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H29.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H29.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H29.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可
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る
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子
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匂
ひ
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し
栞
と
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　々
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山
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空
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重
に
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月
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ぶ
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家
猫
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ら
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に
来
る
月
の
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　々

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人）

お
祝
い

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

大
塚　

三
郎
さ
ん
（
83
歳
）

鈴
木　

輝
二
さ
ん
（
88
歳
）

お
悔
や
み

10月１日

現　　在

男 3,111
6,367 2,106

女 3,256

９月１日

現　　在

男 3,124
6,377 2,107

女 3,253

特
別
作
品

一
一
一
一
も
め
で
た
し
露
万
朶
　
　
　
　
　
正
木
ゆ
う
子

私
達
の
俳
句
誌
「
桔
槹
」
が
一
一
〇
〇
号
に
な
り
、
こ
れ
を
お
祝
い
し
て
著

名
な
俳
人
方
か
ら
御
句
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
句
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
五
十
嵐
直
子
）

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

草
野
さ
く
ら
ち
ゃ
ん

（
彰
一
さ
ん
・
さ
な
え
さ
ん
）

西
條　

凪な
ぎ
さ咲

ち
ゃ
ん

（
允
大
さ
ん
・
真
理
さ
ん
）

金
澤　

詩し

乃の

ち
ゃ
ん

（
佳
人
さ
ん
・
沙
也
香
さ
ん
）

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 緑河正顕さん（字八雲神社）

次回、大森京子さんに
バトンタッチ！

　澄み渡る空気が心地よく感じられる
今日この頃でございます。
　私は、泉崎村に生まれ４３年目の秋を
むかえます。
　こんな私も家族をもち、現在は、妻と
長男、次男、長女、犬２匹と毎日賑やかに
暮らしております。
　育児に関しては、もっぱら妻任せで負
担ばかり掛けていると思います。
　子供達と休みが合えば、犬２匹を連れ
公園や近所を散歩し過ごし、子供達と犬
達の成長を実感しております。
　特に長男の身長が伸びる早さに驚い

ています。
　子供達が素直に自分の感性で色々な
事を学び経験してスキルアップしていく
姿を見て、親として楽しみたいです。あ
と趣味のバイクも乗りたいな～。
　実りの秋を満喫して健康管理に気を
付け家族、皆が楽しく過せればと思いま
す。
　皆様におかれましては、朝晩は冷え込
む様になりました。
　カゼなどお召しになりません様に、く
れぐれもご自愛ください。

No. 発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　
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Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

布ふ

田だ

彩い
ろ

絆は

ち
ゃ
ん(

字
次
部
田)

　９月２７日(水)、宿舘老人クラブ
は、福島県老人クラブ連合会主催の
全県一斉社会奉仕運動の一環とし
て、村防災センター前の植木除草作
業を会員17名で実施いたしました。
　また女性会員の皆さんが防災セン
ター内清掃を毎月実施して居りま
す。今後も宿舘老人クラブは、村の
環境美化に協力しパワーを発してい
きます。

　
今
回
刈
り
取
っ
た
お
米
は
、
日
本
酒

「
愛
郷
の
輝
き
」
と
し
て
12
月
上
旬
に
販

売
し
ま
す
。

宿舘老人クラブが村防災センター前の植木除草を実施

稲
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り
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の
皆
様
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